

















Kawamura, Spontaneität und Willkür. Der Freiheitsbegriff in Kants
Antinomienlehre und seine historische Wurzeln, Stuttgart‒Bad Cannstatt 1996, Kap.
II. „Spontaneität und Willkür in der Entwicklung der Kantischen Philosophie von
1755 bis 1781
„








in : Marcus Willaschek
u. a. hrsg., Kant- Lexikon, 3 Bde., De Gruyter Berlin/ Boston 2015, Bd. 3, S.
2156-2158.このようなことを承け、拙論の翻訳改稿に思い至った次第である。
2）「発展史」という考え方については、N.ヒンスケが「概念史的方法」の一つにあげ
る「発展史」に基づいている、以下を参照。Norbert Hinske, Kants Weg zur
Transzendentalphilosophie. Der dreißigjährige Kant, Stuttgart, 1970, S.9ff. また
前批判期カントの自由概念について発展史的に考察する研究として以下の論稿があ
げられる。Dieter Schönecker, Kants Begriff transzendentaler und praktischer


























































4）Immanuel Kant, Principiorum primorum cognitionis metaphysicae nova
dilucidatio (ND), Königsberg 1755, in : W.Weischedel, hrsg. Kants Werke in sechs



























5）Christian August Crusius, Weg zur Gewißheit und Zuverläßigkeit der
menschlichen Erkenntnis (Weg), Leipzig 1747 (Neudruck : Hildesheim 1965) §
141, S. 255.
6）„〔…〕 spontaneitas est actio a principio interno profecta. Quando haec
























形而上学的な必然性の排除により成立する」（Gottlob Wilhelm Leibniz, Essais de
théodicée (Théod)..., Amsterdam 1710, in Herbert Herring hrsg. Leibniz,




別的な状況を理解している行為である」（Aristoteles, Die Nikomakeische Ethik,






























8）Christian August Crusius, Anweisung vernünftig zu leben, Leipzig 1744











































































































11）Kant, Versuch einiger Betrachtungen über den Optimismus, Königsberg, 1759, A
7f. in : W.Weischedel hrsg. Kants Werke in sechs Bänden, Darmstadt 1990, Bd. 1,
S. 593.
12）Kant, Nachricht von der Einrichtung seiner Vorlesung in dem Winterhalbesjahre
von 1765-66, Königsberg, A 8f. in : W.Weischedel hrsg. Kants Werke in sechs
Bänden, Darmstadt 1990, Bd. 1, S. 910f.
13）カントのメモ書き遺稿ならびに書簡からの引用はアカデミー版カント全集により、
ローマ数字が巻数を、アラビア数字がページ数を示す。Kant’ s gesammelte
Schriften, hersg. von der Königlich Preußischen Akademie der Wissenschaften





























14）Alexander Gottlieb Baumgarten, Metaphysica (M), Halle 41757 (11739), übers.,
eingel. u. hrsg. von Günther Gawrick u. Lothar Kreimendahl, Stuttgart-Bad







































319 : η1764-68, ν1771）。同様にまた次のように述べられている。「自由とは本
来、選択意志によるあらゆる行為を理性の動因に従わせる、という能力である」











































15）Kant, Der einzig mögliche Beweisgrund zu einer Demonstration des Daseins
Gottes, Königsberg 1763, A 89f. in : W.Weischedel hrsg. Kants Werke in sechs
Bänden, Darmstadt 1990, Bd.1, S. 676.
「自由には、．端的な自発性（自動性）が必要である。〔…〕．知性的な
選択意志という能力、それは彼に一つの事実として帰すことができる〔…〕」































































































































































“Neigung” in : Marcus Willaschek u. a. (Hrsg.), Kant-Lexikon, ibid., Bd. 2, S.
1661ff. またカント自身は以下のように定義している。「欲求が感覚に依存することが傾
向性である。傾向性は常に欲望を示している」（Kant, Grundleging zur Metaphysik
der Sitten, Riga 1785, BA 39 Anm.
21）「幸福とはわれわれのあらゆる傾向性の充足である」Kant, Kritik der reinen




みしたがって規定されることである」（Kant, Kritik der praktischen Vernunft,


























23）Christian Wolff, Vernünffige Gedancken von Gott, der Welt und der Seele des
Menschen, auch allen dingen überhaupt (DM), Halle 111751 (11719) (Neudruck :

















































































































27）Kants Breief an Johann Heinrich Lambert, 2. Sept. 1770, Br. 57, AA X 98.























29）Kants Brief an Johann Heinrich Tieftrunk, 13. Okt. 1797, Br. 784, AA XII 207f.
30）以下を参照。「世界は、有限な現実的事物の系列（量、全体）であり、決してある































は維持である。そてゆえ神は、この宇宙を維持するものである」（M § 950, S.
505）。ここで想起されるのは連続創造説である。
31）「時間は一つの連続量であり、宇宙の変化のうちにあって連続するものの法則の原







らである」（De mundi § 2, A 6）。ここで「全体」は主に時間のうちなる事象
の総合として考えられている。先に見たように時間は「連続的な量」であると
述べられている。それは時間が「万物の変化のうちにあって連続するものの法

















































感性的認識の対象 ― 現象 ― に対して、これと異なる悟性的な認識の対

































可想界にはまた「非物質的実体 immaeriales substantias (pl.)」が帰属す

















34）Kant, Träume eines Geistersehrs, erläutert durch Träume der Metaphysik




















































越論的観念論」（KrV B 518/A 490）と名付けられることになったわけである。
以下では、70年代のメモ書き遺稿ならびに講義録をもとに、カントがどのよう


























in : J.Ritter u.a. hrsg., Historisches
Wörterbuch der Philosophie, Bd. 10, Basel 1998, Sp. 1358-1436, insbes., Sp.
1384-1386.
39）バウムガルテンは以下のように定義する。「行為者自身のうちにある充足原理に基
づく行為は自発的である」（M § 704, S. 377）。
40）バウムガルテンによれば、選択意志は心の自発性を前提とし、これに基づいて「自






§ 719, S. 385）である。これに対して、理性的に欲求し、忌避する能力が「自由な
選択意志 liberum arbitrium」（ibid.）であり、同時に「自由 libertas」（ibid.）で
ある。
の独立であり、後者は外的な全ての強制からの独立である」（Refl. 4547, XVII













づく選択意志の行為は派生的な行為である」（Refl. 4547, XVII 589）。
また同様の趣旨が以下のメモにも認められる。「自由な選択意志の行為は始
源的であるかまたは派生的である。前者は超越論的自由であり、後者は単に実
















ていない。主著にみられる「絶対的自発性 absolute Spontaneität」（KrV B
474）というタームは、アディッケスが1775年初め頃の筆記とみなす次のメモ
書き遺稿にみられる。「〔…〕それは絶対的自発性であり、超越論的自由である」
（Refl. 4757, XVII 703)44)。このメモ書きと同時期のものとみなされ、相互に矛
盾する	組の命題を提示することで主著でのアンチノミー論を素描している遺
















































































由は、「刺激による強制からの独立」である（M Pöl A 204/ XXVIII, 1. 267）。
そして（2）「自由な選択意志は、それが悟性の動機にしたがってはたらく限り、
84
46）Immanuel Kant’s Vorlesung über die Metaphysik. Zum Drucke befördert von dem
Herausgeber der Kantischen Vorlesungen über die philosophische Religionslehre
..., Erfurt 1821, Neudruck : Darmstadt 1988.
47）Gerhard Lehman, Anhang zu Kant’s Akademie Ausgabe Bd. XXVIII, 1.2.2, 1345.







§ 690, S. 369）。そのうえで、自由を説明する脈絡（「同」Sect. 21）で、自ら
の好みに従って意欲する能力を、自由ないし自由な選択意志と定義する（vgl.





するならば、それが徳というものである」（M Pöl A 185/ XXVIII, 1. 256f.）。
感性的な動因と理性的な動因の間にあって、双方の力への緊張関係のうちに選
択意志が揺れ動く様が、ここには素描されている。先に見た「悟性の動機」（M





















































































































把握されえないが、しかしそれは否定することもできない」（M Pöl. A 206/
XXVIII 268）。なぜなら、「認識できないという主観的な障害は、不可能であ
るという客観的障害とは本質的に異なるからである」（M Pöl. A 210/ XXVIII
89
49）KrV B 579/ A 551.なお「叡知的」ならびに「性格」については以下のように述べら
れている。「感官の対象のもとにあってそれ自身は現象でないものを私は叡知的と












































い」（M § 851, S. 457）。また、「神を除けば、この世界の全ての作用因と実体
は神に従属しているのであるから、神は端的に第一の作用因であり、それ以外











参 照。A. G. Baumgarten, Metaphysik. [übersetzt von G. F. Meier] neue
vermehrte Auflage, Halle 1783, § 669, S. 352. またマイアーは自らの『自然神学』
の同じ脈絡で神の自発性について「最高度の自己活動性」と表現している、以下を
参照。G.F.Meier, Metaphysik. Vierter Theil. [Die natürliche Gottesgelahrheit]






übers. von A. Buchenau, hrsg. von H. Herring, Hamburg 1982, § 53, S. 51）。
いて作用だけが世界内へと現われ、そして世界外の原因は把握されることのな
いまま存続する。ここで最高の自発的行為は神が世界へと働きかけることのう
ちにみられている。神は「世界に外在する存在者」（M § 388, S. 210）である
から、世界の外から世界の内へと働きかけることがここで最高の自発性として







































知するのかは、理解困難だとみなしている」（De mundi § 27, A 33)53）。正教
93
あるようなものを与える、という行為である。神は維持し、共に作用し、方向付け、


































































































55）Anicius Manlius Severinus Boethius, Consolatio Philosophiae/ Trost der
Philosophie, Lataeinisch und Deutsch, hrsg. und übers. E. Gegenschatz und O.
Gigon, München und Zürich 1990, S. 267. ボエティウス『哲学の慰め』第部。
56）以下を参照。「認識されるものは全て、認識するものの力によって認識されるので




























57）「宇宙論的弁証論を解決するための鍵としての超越論的観念論」（KrV B 518/ A
490）。
意味する自由は、空間・時間的な制約を相対化し、人間のうちにこの制約を受
けることのない活動の可能性を認めるというカント固有の世界観とともに生成
した概念に他ならない。1781年の主著で「超越論的」と形容されることになっ
た自由は、1770年代初めにカントが自身の新たな立場として構想する「超越論
的哲学」（1772年月21日付けM.ヘルツ宛書簡）の体系が具体化する過程で、
この体系の生成と相即的に産み出されることになったと考えられる。
98
